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２０２２～２０２３年度国際ロータリー会長
ジェニファーE.ジョーンズ
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１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか

どうか

土 井 通 誉

松 尾 幸 靜

河 内 美 香

2022～2023年度国際ロータリーのテーマ

令和４年９月１６日（№．１２） No．2367

■本日の例会プログラム

●ロータリーソング（奉仕の理想）

●会長の時間 ゲスト･ビジター紹介

●会務報告

●各委員会報告

●卓話

「動画マーケティングの重要性」

株式会社ZOWPRO

代表取締役 鷺山知子様

■次回卓話（ ９月２３日）予定

「休 会」
※定款第7条第1節Cにより

■前回例会の記録（９月９日）
（９月１５日現在）マイロータリー登録率 72.97%

◇出席報告 出席委員長

当 日 ９月９日 前々回 ８月１２日

会員総数（女性会員9名）７４名

免除会員数（９名中） ６名

出席会員数 ３８名

ゲ ス ト ３名

ビ ジ タ ー １名

合 計 ４８名

出 席 率 ６１．９７％

会員総数 ７４名

免除会員数(９名中） ４名

出席会員数 ３０名

メークアップ １２名

欠席会員数 ２３名

合 計 ６９名

修正出席率 ６６．６７％

「基本的教育と識字率向上月間」
「ロータリーの友月間」

９日（金）誕生祝 定例理事会：例会終了後

17日（土）・ロータリー財団地区補助金セミナー
13時～ホテルクリオコート博多
・米山記念奨学生カウンセラー研修会
14時～TKPガーデンシティ博多

２３日（金）「休会」祝日につき

●月の光 / ドビュッシー

●ムーンライト・セレナーデ
/ グレン・ミラー

会長報告

◆今日のポールハリスの言葉は、「7．ロータリーは自己研修の
場」です。私が、運営方針の中でクラブが会員にとって安心でき
る居場所となり、心の拠り所となることを目指すとしましたが、具
体例をポールハリスが、ドイツ人やイギリス人を例に挙げて説明
してくれていました。しかし、本当に例会が疲れた神経を癒してく
れるのなら、会員は進んで出席をするでしょう。メーキャップをや
かましく言う必要はありません。 ◆ 「世界各国からその道の最
高峰のロータリアンが来る」の箇所は、大げさなのではなくおそ
らくシカゴクラブだけの特殊性でしょう。ポールに会う為に多くの
人が集まったのだと思います。 ◆区切り線の下に佐藤千寿さん
が取り上げなかった部分をわざわざ載せたのは、シカゴクラブの
会員数が6～7百名と記されていたからです。誤植じゃないかと
思ってロータリー文庫に問い合わせた結果がこれです。1956年
がピークで877人です。前年度から一気に200人ほど増えていま
す。おそらくポールハリス没後10周年ということで会員増強に力
を入れたんだと思います。ともかく700人800人となると出席委員
や例会運営委員の忙しさは、想像もできません。会員数はだん
だん減少していますが、現在は、200人足らずだそうです。

シカゴRC会員数の推移 公式名簿より

年度 会員数 年度 会員数 年度 会員数

1948 651 1962 769 1976 669

1949 664 1963 769 1977 671

1950 646 1964 753 1978 711

1951 643 1965 747 1979 676

1952 653 1966 742 1980 688

1953 660 1967 770 1981 664

1954 682 1968 756 1982 644

1955 681 1969 757 1983 616

1956 877 1970 723 1984 616

1957 869 1971 718 1985 559

1958 847 1972 713 1986 512

1959 831 1973 677 1987 434

1960 796 1974 690 1988 412

1961 776 1975 675 1989 435

※ロータリー文庫
ユーザー名 rotary-bunko

パスワード：sugahara@2022
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■次々回卓話（９月３０日）予定

「イニシエーションスピーチ」

会員 坪内寿郎君
（北九州銀行福岡支店 執行役員福岡支店長）

●さらば恋人 / 筒美京平

●荒城の月 / 滝 廉太郎

mailto:ftonanrc@fukuoka-serc.org


『合言葉：ＷＡＴＣＨ ＷＯＲＤ』 “ずっと先まで、お役に立ちたい！”

『目標：ＴＡＲGET』 “奉仕活動のトップランナーになります！”

ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 小林 宰 ： 副委員長門岡慎治： 委員 ：柴田典昭 ・坪川慎二・川崎勝彦・為永和博

＜例会運営委員会＞
【スマイル箱】 ありがとうございました。
＜例会運営委員会 /草原会員＞

土井通誉君 九州産業大学国際文化部3年生の
大迫さん、理工学部情報学科3年生
の張馨雲さん、本日はようこそいらっ
しゃいました。 是非楽しんでいって下
さい。

長谷川裕一君 安部元総理の追悼文が財界誌に掲
載されました。お目通し頂ければ有
難いです。

的野良次君 ９月１２日で８４才になります。日本人
男子の平均は少し超えたかな。

末秋 聡君 ９/１１にセルフホワイトニングサロン
がオープンします。
バリ島より長男を除き帰国しました。
年末まで家族団らんを楽しみます。

同級生の志岐賢剛君
卓話者久米君、社長就任おめでとう!!
ガンバッテ下さい。

河内美香君、中村勇治君、諸富哲雄君、清原一貴君、
的野良次君 お誕生祝い有難う。

合 計 ２３，０００円

スマイル箱目標額 １，３００，０００円

累 計 ２５３，０００円 達成率 １９．５％

【プログラム委員会：亀山委員長】
・社会奉仕委員会石川委員長に代わっての案内です。
ナターシャグジーさんのコンサートが１１月５日北九州市立
響ホールで開催されます。
当クラブもコンサートに協賛・後援することが決まっています。

チケット３００枚を預かっていますので、是非コンサート会場に
足を運んでください。フライヤーについては、当クラブのロゴ
マークと名前がはいったものを急ぎ準備中です。

卓 話

株式会社スクールソング
校歌サウンドデザイナー
久米博之様

・本日は定例理事会を開催いたしますので、 理事、役員
の方はご出席ください。

「校歌保存の意義と取組」

幹事報告

【親睦委員会：白水副委員長】
・９月の誕生会員 ９名

【青少年奉仕委員会：末秋委員長】
・明日９月１０日(土)は、ローターアクトクラブ・アクトの日
で、「チャリティ夏祭りinBY BLUE」例会が開催されます。

１７時から２１時の間に自由に出入りができるイベントに
なっています。 この会の目的はチャリティ夏祭りになっ

ており、当日現地で買っていただく飲食売上げ金の一部
が福岡のウクライナ留学生への支援に使われます。
皆様のご参加をお待ちしております。

・山下未笑会員のゲスト２名

九州産業大学国際文化学部３年生の大迫昴様、理工学部
情報学科３年生の張馨雲（ちょう けいうん）様です。

3日 藤田佳孝会員 12日 的野良次会員
12日 坪内寿郎会員 15日 坪川慎二会員
20日 中村勇治会員 22日 河内美香会員
24日 諸富哲雄会員 28日 清原一貴会員
29日 坂田美紀会員

※卓話については福岡東南ロータリ―クラブHPで確認
頂きます様お願い致します。
http://fukuoka-serc.org/

「オンライン例会」をクリックしパスワード（10nan-6trc)を
入力下さい。

各委員会報告

http://fukuoka-serc.org/


『合言葉：ＷＡＴＣＨ ＷＯＲＤ』 “ずっと先まで、お役に立ちたい！”

『目標：ＴＡＲGET』 “奉仕活動のトップランナーになります！”

ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 小林 宰 ： 副委員長門岡慎治： 委員 ：柴田典昭 ・坪川慎二・川崎勝彦・為永和博

Cテーブル会

８月２５日（金）にCテーブル会を土井会長をお招きして、薬院の「ひなかの」で」開催しました。
Cテーブル全員参加して頂き、美味しいお酒のお陰もあって、担当委員会の会員増強の話に
始まり、今後の楽しいロータリー活動案まで大いに盛り上がりました。

９月９日（金）Aテーブル５名全員の出席で、委員を含め１２名の参加で「うら本赤坂店」で開催致しました。
密にならない座席配置で、美味しい食事と共に様々な話題が提供されました。坪内委員の冷酒の提供
から、日本酒、ワイン、焼酎の話題、障害を持った方への教育、就活、会社のあり方、長く反映している
理想的な会社のあり方など多岐に渡りました。最後に例会運営委員会は、司会ースマイルーパソカメの
三者が連携し３T（trouble・triangle・teamwork)をテーマとして掲げ、トラブルにめげずにGo to trouble!

の精神でいくことに激励のお言葉を頂きました。

Aテーブル・例会運営委員会合同テーブル会


